















































































































































科目開講が 7 課程、2 科目開講が 31 課程、3 科目開


































































































































要領第 2 章第 10 節第 3 款 1の（1）に『中学校にお
ける情報教育の成果を踏まえ，情報科での学習が他
の各教科・科目等の学習に役立つよう他の教科・科
目等との連携を図ること。』（文部科学省 , 2009）と
ある。特定の他の教科を指し示す例は他の各教科に
もある。しかし、このように他の各教科・科目等の
学習に役立つことを銘打って、包括的な表現を選ん
で『他の各教科・科目等との連携』を教科学習内容
の取扱いの留意点のひとつとして位置づけているこ
とは、共通教科・専門教科を通じて共通教科「情報」
にしかみられない特筆すべき特徴である。このこと
が、本分析から得られた特徴と関連している可能性
を指摘できるのではないかと、著者らは考えた。
情報教育において、中等教育後期課程で基幹的な
位置づけをもつ高等学校教科「情報」であるが、そ
の基本的な指導内容を示すキーワードである「問題
解決」「情報社会に参画する態度」「情報の科学的な
理解」よりも、高等学校教科「情報」の学び（特に
共通教科「情報」の学び）で得られた技能・知識が
他の教科等で役に立つ、あるいは強く結びついてい
るということがシラバス執筆者の意識として強くあ
ることが示唆される。その上で、学習内容を表すキー
ワードを強調するよりも、模擬授業や、教科指導の
実際について強調することを誘起したのではないか
という推測が行える可能性があるということである。
おわりに
本稿では、情報科の教科教育法指導科目のシラバ
スに着目して、シラバスの目標・目的・概要の記載
内容の現状にみられる特徴分析を試みた。その結果、
まず、【共通教科「情報」の科目】【教科学習内容と
指導・評価】【授業設計の考え方】【目指す学び】【実
習と講義、教材研究】【模擬授業、教科指導の実際】
【問題解決】【育成したい技能と態度】の 8つのカテ
ゴリーを抽出できた。また、全体的な傾向として多
くの大学で頻出する語彙について、やや緩い傾向で
あるがその特徴を抽出した。その上で、情報教育の
推進にあたって学習内容の根幹をなすと考えられて
様々に示されている語彙が、記載内容の中心的な語
彙になっておらず、共起関係も緩いことを示し、そ
の理由についての考察を行った。
高等学校教科「情報」は開始から 10 年以上が過
ぎたが、もし、その教科指導における学習内容のしっ
かりとした方向性が教科教育法指導担当者の中でも
定まっておらず、そのなかで模擬授業等の教科指導
の実際が中心的な記載内容であるのだとすると、教
科「情報」の教員養成で『何を教えるのか』という
教科内容の軸にあたることがらが、実は曖昧になっ
ている可能性もある。各大学の教科教育法の授業内
容をよりつぶさに省察することを通じて、同教科の
教科指導・教員養成のあり方を見直す必要があるか
もしれない。
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「情報科教育法」シラバス内容からみた教科指導法の特徴分析
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